
岡山畜産便り 1965.04･05 

これからの肉豚生産 
岡山県経済連畜産第一部畜産指導課  大 塚 久二夫 

 

１、豚肉流通の現状 

 我国において食肉生産にしめる豚肉の割合を見る

と、昭和 35 年 47％、36年 59％、37年 65％と高まり、

国内における肉類の供給は豚肉に急速に傾き、その

需要は年々増加の一途である。 

 

 そこで国においても昭和38年の329万頭と昭和46

年には 800 万頭に増殖する計画を樹て、さらに産肉

能力についても 90kg 日令を従来の 230 日～240 日を

210 日以内とし、歩留り 70％以上とする改良目標も

定めており、岡山県においても昭和 39年度の飼養頭

数３万６千頭を昭和46年度には８万頭に増殖する計

画を樹て、過年スウェーデンよりランドレース種の

導入をはかり、本県の養豚改良増殖について一連の

施策が講じられている現状である。 

 国民１人１日当りの畜産物の消費の現状（35年度）

と伸びの予想は表１の通りであり、今後益々需要は

増大するものと思われる。 

また畜産物（牛肉、豚肉、ブロイラー）についての
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国産価格と輸入価格との比較であるが、豚肉の国産

価格と輸入価格との比較をして見ると表２の通りで

ある。食肉の需給の推移、年次別飼養戸数及び飼養

頭数、岡山県における県外移出と県内と殺の推移等

については表３、４、５に表示したので参考にされ

たい。 

 

２、豚の品種 

１、岡山県の現況 

 豚の品種として現在認められているものは約80種

にのぼり、その内有名な品種として約 30 種が数えら

れておるが、世界各国とも需要に応じた必要なタイ

プの豚の改良増殖を行なっているわけである。本県

における飼養頭数の大部分は中ヨークシャー種であ

るが、スウェーデン系のランドレース種も指定種豚

場及び地区種豚場において着々と増殖されている。

また最近、民間種豚家において大ヨークシャー種、

バークシャー種、ハンプシャー種等の移入も若干あ

るようだが、これらの能力については本県では試験

がなされていないので不明であるが、各国のランド

レース種と日本中ヨークシャー種との成績の比較を

すると表６のとおりである。 

２、需要と嗜好の変化 

近時、需要の増大と消費者の嗜好の上から、脂肪

の尐ない赤肉量の多いタイプの豚が要求されるよう

になってきた。その点、皆さんご承知のランドレー

ス種は経済性に立脚して改良されて出来た品種であ

り、その体型としては頭が小さく肩が軽くと、体長

の長い胴のびが良く、充実した腿をもち、赤肉量が

多く脂肪の尐ない優秀なロース、ハム、ベーコンが 

多くとれる型をした豚である。産子数も多く哺育

率も高くと肉歩留りも良く飼料の利用性も高く、肉

質において若干保水性に乏しいといわれておるが、

中ヨークシャー種と大体同様である。 

 

３、一代雑種利用の考え方 

各国別のランドレース種及び日本中ヨークシャー

種との能力の比較は表６の通りである。この数値は

飼養条件が異なっており同一の環境に飼養されてい

ないので結論的には断定出来ないが、優秀な能力経

済性は知れるわけである。同一環境のもとでの能力

の比較については、現在国立牧場で試験中なのでい

ずれ公表されると思う。 

 

 

 

  

 



岡山畜産便り 1965.04･05 

今後これらの純粋繁殖とともに肉豚としての中ヨー

ク種との一代雑種の生産が増加されることと思うが、

一代雑種は単に交配して作るということでなく、

各々品種において選抜改良された優良形質をもつ異

品種間の交配によって能力の高いものを生産する事

が、養豚経営を合理化する大切な条件である。 

 最近、本県においても肉豚生産用として一代雑種

に対する認識が高まり、地区によっては肉豚の殆ん

どがこれで占めておる状況である。 

 以下、雑種利用について特に着意しなければなら

ないことを述べると 

 

１、雑種利用の考え方と品種について 

 雑種利用はいくつかの組合せによって行われてい

るが、あくまでも異品種間の交雑によって雑種強勢

を期待し、その品種のもつ特性を活用する肉用素豚

の生産的手段として行われるべきものであり、従っ

て現状から考えられる雑種利用は産子数が多く哺育

率も良く、斉一された子豚を生産し、離乳から肉豚

生産出荷に至る過程に、強健性、発育性、飼料の利

用性、産肉性等の優れたヘテロージスの生れる組合

せ品種の選定を考えなければならないわけで、この

点ランドレース種は表６のように時代の要求にマッ

チした諸形質をもち、雑種利用には必要な品種と考

えられる。一方資源的に豊富な中ヨークシャー種、

バークシャー種は発育性については若干劣るようで

ありますが、繁殖性およびと肉の質において優れた

ものであり、欠くことの出来ない品種といえましょ

う。その他既成品種としては大ヨークシャー種、ハ

ンプシャー種等が考えられる。 

 あくまでも雑種利用は雑種強勢を期待するわけで

あるが、雑種生産のためには遺伝的に雑種強勢の現

われない個体なり系統が考えられるので、雑種生産

のための相性の良い個体、系統の選抜増殖が必要で

ある。一般的には産子能力、哺育能力、発育、飼料

の利用性、などの諸形質および強健性などは雑種強

勢が加わりやすく、と肉形質（と体長、背脂肪の厚

さ、ハムの割合）についてはあまり期待出来ないと

されている。（表７参照） 

 

２、雑種豚の発育および飼料の利用性 

一代雑種の生産は最近各地でなされているが、そ

れぞれ異なった意見が出ている場合がある。先進県

で実施されている試験の成績をもとにして、この産

肉性について検討して見ますと表８の通りである。

本表をもって決定的なものと判断することは出来な

いが、細部について検討して見て、悪かったという

例は必ず基礎に用いた純粋種の体型なり能力に問題

があり、雑種の発育が良いというためには必ず基礎

豚が優秀であるという前提が必要なわけである。無

計画な雑種生産や、改良を伴なわない生産は経済的

にも大変マイナスで、意味なきものというより失敗

する確立が高いので交配には十二分な注意が必要で

ある。 

農林省大宮種畜牧場茨城支場においても、本年度

外国品種（原種）を導入し（ハンプシャー、大ヨー

ク、ポーランドチャイナー、バークシャー種＜♂５、

♀25頭＞）ランドレース種以外の品種についての一

代雑種の一連の試験がなされるので、現在民間種豚

家においてそれ等の能力の優秀性等が発表されてお

るが、いずれ国の機関に依りそれ等の優劣が公表さ

れる事と思う。 
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３、枝肉成績に

ついて 

 表９により次

のような事項が

うかがわれる。

一般に一代雑種

の枝肉はバーク、

ヨークシャー種

に比べると長く、

枝肉のすがたと

して整ったもの

が多いように思

われる。 

① 枝肉の長さ巾 

と体長の長さ背腰長などで Y.L が良く L.B、B.L

の順であるが、これは椎骨数の発現状況調査平

均数の Y.L21.6 ヶ、L.B21.4 ヶ、B.L21.2 ヶと関

連があるようである。 

と体巾は Y.L、B.L ともに同じで、Ｙ、Ｂ種にく

らべて差はなく、むしろＬ種より巾に富んでい

る傾向がある。 

② ロース 

L.B、B.L にはロースの太いものが多くＢ種との

差は殆んどないようであり、特に L.B のロース

の芯は優れている。Y.L のロースの太さは L.B、

B.L の数値より劣っているようである。また肉質

についても L.B、B.L が良いようである。 

③大割肉片の割合 

  大割肉片のハムの割合はそれぞれＢ、Ｌ種に比

較して大きくなっており、特にハムの重量に欠

けるものが多いＢ種に比べ、Ｌ種の一代雑種が

30％以上であることは注目される。理想的な大

割肉片の各部の割合はハム 30％、バラ 15％、ロ

ース 22％、カタ 33％である。 

 

４、異品種間の連続交配が分娩母体に及ぼす影響に

ついて 

 繁殖農家のなかで、Y.L の一代雑種を生産している

農家が非常に多くなって来ているが、大部分は資源

の関係で中ヨークシャー種を母体（交配雌）とする

ものが多く、ランドレース種雌豚を用いる例は尐な

いようであるが、近い将来ランドレース種の資源が

増加すれば現在の中ヨークシャー種の雌を母体とす

る雑種生産ばかりでなく、逆の交配方式が多くなる

場合も考えられ、むしろランドレース種の性能（子

豚の哺育能力等）から推して、これを雌とした一代

雑種生産の方が増えるものと思われる。 

 交配方式を純粋繁殖の場合と比較して中ヨークシ

ャー種雌にランドレース種雄豚を交配した場合、

種々繁殖上の問題点が現われて来るという県内繁殖

養豚家の意見がある。これは一代雑種として生産し

た子豚の活力が一般に旺盛で母豚からの吸乳力が強

く、ために母体の痩削が目立ち、とくに連続して雑

種生産を図った場合、栄養の回復が遅れると共に発

情の再帰に長期間を要し、ついには連産性を失う原

因となることを指摘している。故に一代雑種生産に

ついては、従来のような純粋種の生産方式を改善し、

対策を樹てることが重要である。例えば産後の飼養

改善の方法、繁殖開始時の月令体重及び妊娠の経過

に伴う増体割合、分娩後の母体の衰弱防止のため早

期離乳や発情徴候の微弱な場合に、ホルモン注射等

一連の改善を工夫することが大切になってくる。 

 

５、枝肉の個体差について 

 前記したように、純粋種の個体についても非常に

差が認められるが、純粋種そのものが真の意味で固

定され遺伝形質が完全にホモになったものといえな

いこと、極端にいえばヨークシャー種と一口にいっ

てもあまり多種多様で一品種として認められないほ

ど間口が広いこと等があげられる。それは今迄の改

良方法が単なる表現型によって選抜されてきたこと、
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表現型と枝肉の商品

価値を決める肉量肉

質などとの関連が薄

かったことなど、産肉

能力を主眼とした選

抜淘汰がなされてい

なかったことに起因

すると考えられる。要

は、遺伝的に安定した

純粋種を確保するこ

とが大切である。大宮

種畜牧場茨城市場に

おいても産肉能力検

定中の肉豚について、

と殺後枝肉の外貌の

比較または大割肉片

の比較等行い、一連の

研究がなされている

が肉量及び脂肪の厚

さ等ばらつきが多い

現況である。写真は一

部分についての良否

の比較である。（写真

参照） 

 

６、枝肉の赤肉、脂肪、

骨の割合について 

 理想的な割合は赤肉

60％、脂肪 30％、骨

10％であるが、私が昨

年３ヶ月間大宮種畜牧

場茨城支場（農林省豚

産肉能力検定場）で実

習中に、経験した試験

（途中経過）に、枝肉

を赤肉、脂肪、骨に分

離して、それぞれの量

を調査し、併せて能力

の判定の基礎とする目

的で行われていた極め

て興味深い試験があっ

た。これは同一条件の下で、豚の品種、系統、性等

による差も併せて調査されていたが、表 10では例数

も尐ないが、引続き実施されておるのでと体の外貌、

系統等により経済性の高いものの判定が出来る様な

方法も発表になると思う。なお表 10 で特に申し上げ

たいことは、赤肉量と骨の量との相関関係である。

赤肉量の最高は 57.64％、最低 42.30％であり、その

差は 15.34％もあるが骨の部分では最高 10.56％、最

低7.65％となっており、その差は僅か2.91％である。

そして骨量の多いものほど赤肉の量も多いようであ

る。将来骨量（管囲の太さ）で肉量の判断も、生体

の時に大略の見当が付くようになれば、肥育豚の素

豚購入の際、大いに役立つものと思う。 

 

４、良い素豚とは 

 産肉能力検定を受けて立派な成績であるものが、

産肉能力の優れた系統と判断されるのであるが、現

在のところ本県においては検定施設も現在建設中で

直ちに実施出来ないので、良い素豚を選ぶ目安とし

て次のような方法により、能力の高い系統の保存を

されることが望ましい。 

 現在までは、先ず血統を調べ、次に体垂を見、そ

して産子能力の良否をしらべてよい繁殖豚かどうか
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を決めていた。そしてその母豚から生れた子豚は良

い子豚としていたが、この方法は全く逆であったと

いわなければならない。先ずと場でと体を調べて悪

いものは除きよいと体の系統を選び、その豚の飼養

中の肥育日数、飼料給与量、飼料要求率等調査し、

最も尐ない飼料でしかも短い日数で肥育されたもの

が良く、その良い豚を分娩した母豚こそ良い種豚だ

と決定すべきである。図解すると下図の通りである。 

 経済連では岡山県食肉市場に出荷される肉豚につ

いて調査依頼があれば、現場において調査の協力も

するはずでありますので、今後十分御利用頂き度い。 

以上、とりとめのない事を述べてきたが、要は能

力の差異により肥育の収支は豚の場合非常に大きく

左右されるのであるから、これからの養豚経営は能

力の高いものを選び、飼料の自給度を高め、併せ多

頭化飼育によりしかも省力管理で養豚経営を合理化

してゆくよう願ってやまない。 

 

 

 


